
令和 6 年度 第 1 回 

ダイバーシティ就労ネットワーク協議会  

次 第 

日時：令和 6 年 10 月 15 日（火）14 時～16 時 30 分 

場所：千葉市文化センター9 階 研修室 5      

      

（１） 開会の挨拶 

 

千葉県健康福祉部健康福祉政策課政策室 室長 葛見 浩氏 

 

（２） 挨拶・関係機関紹介 

 

ユニバーサル就労ネットワークちば 副理事長 平田 智子 

 

（３） 当事業の概要説明・実績報告 

 

 ユニバーサル就労ネットワークちば 事務局長  島田 将太 

ダイバーシティ就労担当 嶺 千鶴子   

  

（４） 報告事項 

 

・今後の WORK! DIVERSITY モデル事業について   

日本財団公益事業部国内事業開発チーム  

リーダー 今尾 武嗣氏 

   

・千葉県より今後の方針や現状について    

千葉県健康福祉部健康福祉政策課政策室 

 

・日本財団ワークダイバーシティ政策実現会議作業部会 

ユニバーサル就労ネットワークちば 理事長 池田 徹 

       

～ 15:10~15:20 休憩  ～ 

 

（５） 今後のダイバーシティ就労のあり方について（意見交換） 

 ・現在の事業スキームの効果的な点や改善点など 

 ・ダイバーシティ就労を利用してみての感想 など 

 

 

（６） 閉会の挨拶 

ユニバーサル就労ネットワークちば 理事長  池田 徹 



ダイバーシティ就労モデル事業
実績報告

（令和４年９月～令和６年９月）

ユニバーサル就労ネットワークちば

令和６年１０月１５日



ダイバーシティ就労モデル事業とは

・働きづらさがあるものの、障害者手帳や障害福祉サービス受給者証を持ってい

ない人でも障害福祉サービス（就労移行支援・就労継続A型/B型）を利用して、就

労や就労体験を行うモデル事業

・日本財団助成、千葉県補助事業

・令和４年９月モデル事業開始

福岡県・岐阜市、同時期開始

令和５年度から豊田市

令和６年度から宮城県、名古屋市

ー１－



事業のイメージ図
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相談者支援機関

・就労継続支援A型事業所 ・ 就労継続支援B型事業所

・就労移行支援事業所 ・ 一般企業 協力金

賃金
・
工賃支援期間中の支援や就労コーディネート：

NPO法人ユニバーサル就労ネットワークちば

登録事業所数１５０件
A型・・・４０件
B型・・・５０件
移行・・・４６件
一般・・・１４件 ー２－



◇◆◇ 支援実績 ◇◆◇
• 令和４年度（９月～３月） ・令和５年度（４月～3月） ・令和６年度（４月～９月）

□相談・問い合わせ ３１８件 （R４ １４０ / R5 123 / R6 ５４）

 □初回面談 １７３人  （R４  72  / R5   70 / R6 ３１)
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合計（R4・R5・R6）

生活困窮者自立相談支援機関 ８０ (26・36・１8）

中核地域生活支援センター 19 (16・３・０）

地域若者サポートステーション ２８ （１２・11・５）

被保護就労支援機関 １３ （８・４・1）

障害者基幹相談支援センター 4 （１・3・０)

千葉市ひきこもり・Link ３ (0・２・１)

本人 ３ （０・２・１）

就労移行支援事業所 10 （５・5・０）

就労継続支援A型 １ （１・０・０）

就労継続支援B型 ３ （２・１・０）

行政・障害窓口 １ （１・０・０）

学校 １ （０・１・０）

ハローワーク ４ （０・2・２）

病院 2 （０・0・２）

その他 1 （０・0・1）

□支援機関別相談経路
初回面談 １７３人（７２・70・３１）

柏 ８（4・4・0）
松戸 9（4・5・0）
印西 ６（2・4・0）
白井 ３（2・1・0）
我孫子 １（1・0・0）
流山 １（0・1・0）

千葉 55（22・20・13）
習志野 ６（ 3・2・1）

市川 ４（ 2・1・1）
船橋 ８（1・5・2）
鎌ヶ谷 ２（1・1・0）
浦安 ２（2・0・0）
八千代 １（0・1・0）

市原 ６（2・4・0）
館山 ６（4・1・1）
君津 ４（2・2・0）
鴨川 １（1・0・0)
袖ヶ浦 ３（0・1・2）
木更津 ２（0・0・2）

勝浦  ３（3・0・0）
いすみ  ４（2・1・1）
白子  ２（2・0・0)
茂原  ６（1・2・3）
九十九里 １（1・0・0）
長生  １（1・0・0）
東金  １（0・1・0）
長南 １（0・0・1）
大網白里１（0・0・1）

成田 ４（2・2・0）
佐倉 ４（2・1・1）
四街道 ２（2・0・0）
富里 １（1・0・0）
香取 ３（0・3・0）
旭 １（1・0・0）
匝瑳 ２（1・1・0）
銚子 １（0・1・0）
八街 １（0・1・0）
酒々井町 １（0・1・0）
山武 ４（0・2・2）

東京都

江戸川区
１（0・1.・0）

□市町村別相談経路
初回面談 1７3人（７２・70・３１）

ー４－



□働くうえ心配なこと（複数回答）
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□事業所見学 １９８件  （７８・7７・４３）

□体験 １３３件 （５０・53・３０）

□本利用開始 ９９人  （４４・３８・１７）

■本利用者事業所別利用者数 ９９人  （４４・３８・１７）

就労移行支援事業所 ２１人 （５・９・７）

A型事業所 ３４人 （１２・15・７）

B型事業所 ３８人 （２５・１０・３）

一般企業 ６人 （２・４・０）

ー６－



□■□ 利用終了者実績 ８１人 □■□

合 計 R4 R5 R6 その後の状況

一般就労（正社員） 4 1 2 １ 転職 1 ・ 退職１

一般就労（パート） １２ 1 ８ ３ 転職 2 ・ A型 １ ・ 移行１

就労継続支援Ａ型事業所 1６ 2 ９ ５

就労継続支援Ｂ型事業所 １９ ３ 1３ ３ 一般雇用（障） 1 ・ A型 1

就労移行支援事業所 １０ 1 ８ １ 一般雇用（障） 2 ・ 個人事業開始 １

就職活動 ８ 0 5 ３

その他 １２ ３ ６ ３

計 ８１ １１ 51 １９

ー７－



-８-

パターン①
一般就労者

パターン②
サービス利用

パターン③
その他

終了者数
就労者数
（総数）

（内訳）
正社員

（内訳）
パート

就労率
サービス
利用

サービス
利用率

サービス
利用後の
就職者数

就職
活動

その
他

就労移行
支援

15 2 1 1 13.3% 10 66.6% 3 2 1

就労継続
A型

28 4 1 3 14.2% 16 60.7% 0 3 4

就労継続
B型

32 5 1 4 15.6% 19 59.3% 2 3 6

一般企業 6 5 1 4 83.3% 0 1

合計 81 16 4 12 45 8 12

□■□ 利用事業所別 終了者実績 内訳 □■□



就労支援に関わる支援機関等の見取り図【2024.10版】
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ダイバーシティ就労　モデル事業の事業スキーム 2024年10月

ダイバーシティ就労

マネジメントセンター

【働きづらさを抱える方】

【仕組み】

障害福祉の就労支援を、制度外で有期で利用

その後の就労支援や就職活動に活かす

【対象者】

障害福祉サービス受給者証の取得が難しい方、取得を望まない方

【目 的】

就労に関するアセスメント・見極め

自分がどこまでできるかの確認

社会への参加としての一歩

【期 間】３ヶ月～６ヶ月

【費 用】事業所に協力謝金

（本利用：7,000円／日、体験：5,000円／日）
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ご本人の相談支援・就労支援は

支援機関・サービス事業所が中心

事業所のマッチング支援

就労に向けて協議・検討

受け入れ打診・調整

利用時の状況確認

活動報告・協力金支払い

新規開拓・登録依頼

振り返り面談



ダイバーシティ就労　モデル事業の役割分担
マネジメン

トセンター

相談支援

機関

サービス

事業所
ご本人

定員・体制・活動内容の確認 ● ◯

事業所登録書・覚書の作成 ● ◯

新規相談受付 ◯ ◯

初回面談・利用申込書の記入 ● ◯ ◯

事業所マッチング・新規開拓 ● ◯ ◯ ◯

見学・体験の調整 ● ◯ ◯ ◯

利用確認書・利用計画作成 ● ◯ ◯ ◯

活動保険加入 ●

利用時の就労支援・支援方針検討 ◯ ◯

活動報告の確認（翌月） ● ◯ ◯

協力金の支払い（翌月） ● ◯

振返り面談・計画更新（毎月） ● ◯ ◯ ◯

利用終了の確認 ● ◯ ◯ ◯

保険の解約 ●

利用後の相談支援・就労支援 ◯ ◯

事業所登録書 ● ●

ダイバーシティ就労にかかる覚書 ● ●

利用申込書 ● ●

ダイバーシティ就労に関する確認書 ● ● ●

活動計画書 ● ● ● ●

活動報告書 ● ● ●

書式
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事業所の
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